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1.0 はじめに 

 

朱徳煕（1979：151）では、「“给”を動詞と前置詞を兼ねると分析するこ

とにより、多くの統語現象を比較的簡単に説明できる。ここでは、前置詞

の“给”を取り除いて、動詞“给”で構成された三種の文型について論じ

る」と述べている。この考えは厳密に言えば不正確ではあるが、論文の基

本的考えとして捕らえればよい。ここでは朱（1979）の厳密な分析の前に

S1 から S4 の文型の基本的な統語的意味的説明をしておこう。さらに、S2

と S3 の関係、S3 と S1 の関係、S1 と S4 の関係についても論じておく。 

 朱（1979）によれば、“给”構文は以下の四類の文型に分けられる。 

 S1：Ms+D+给+M’+M（我送给他一本书） 

  S2：Ms+D+M+给+M’（我送一本书给他） 

  S3：Ms+给+M’+D+M（我给他写一封信） 

  S4：Ms+D+M’+M（我送他一本书） 

 それぞれの例の持つ意味を十分に解析するために、述語論理による表記

を次に記す。なお論理式の上下の日本語は意味解釈の簡易表記である。 

S1’  

～ニ    送リ ～ガ～ヲ  アル ～ガ 一冊 到ル ガ ～ニ 

给’ {我，他，送’(我，书 )＆有’（书，一本）＆到’（一本，他）} 

  スル ～ガ ～ニ       ～コトヲ 
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S2’ 

  オクル ～ガ ～ヲ アル ～ガ 一冊   到ル ～ガ ～ニ 

   送’ (我， 书)＆ 有’（书， 一本）＆到’（一本，他） 

 

S3’ 

～二    カク ～ガ ～ヲ アル～ガ 一封 到ル ～ガ ～ニ 

给’{我，他，写’ （我， 信）＆有’（信，一封）＆到’（一封，他）} 

スル ～ガ ～ニ         ～コトヲ 

S4’ 

  ～ニ    送リ ～ガ ～ヲ  アル～ガ 一冊 到ル ガ ～ニ 

  GEI’ {我， 他， 送’（我， 书） ＆有’（书，一本）＆到’（一本，

他）} 

  スル ～ガ ～ニ       ～コトヲ 

 

朱（1979：151）によれば、S1 から S4 における直接目的語 M は単独の

名詞であるが、複雑な名詞性構造が直接目的語としてふさわしい。これら

の文型に単独の名詞が直接目的語として使われる場合、もっと大きな文脈

に使われないで、その文だけが単独で合理的な文に成ることは難しいと述

べている。例えば、 

 

S1：＊我送给他书/我送给他一本书 

    ＊我借给他钱/我借给他五块钱 

S2：＊你沏茶给我/你沏杯茶给我 

    ＊你打毛衣给我/你打件毛衣给我 

S4：＊他送我糖/他送我一盒糖 

    ＊他卖我书/他卖我一批书 

 

 斜線の前の文が単独で言えないとは限らないが、より大きな文脈があれ

ば、おさまりがよいと考えられる。例えば、 
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S1：我送给他书（看） 

    我借给他钱（使） 

S2：你沏茶给我（喝） 

    你打毛衣给我（穿） 

S4：他送我糖（，我送他茶叶） 

    他卖我书（，我卖他画儿） 

 

 朱は単独の名詞が直接目的語として使われる文が成り立ちにくいと考え

るが、その理由を述べていない。われわれは朱の考えを評価するが、なぜ

この現象がおこるかの理由を分析する必要があると思われる。次に、その

理由を述べておこう。 

 

S1：＊我送给他书/我送给他一本书 

この文の意味を十分に解釈するために述語論理による表記をすると、次

のようになる。 

 

S1’ ＊我送给他书 

 

  ～ニ   プレゼントスル  ～ガ ～ヲ 到ル ～ガ ～ニ 

    给’ {我， 他，送’    (我，书)＆ 到’（书， 他）} 

  スル ～ガ ～ニ     ～コトヲ 

 

ここでは、“给’｛ 我，他，……”が「私は彼に何かをする」を、“送’(我，

书)& 到’（书，他）”が「私が本をプレゼントする」と「本が彼に到る」

を表している。命題“送’ (我，书)”と命題“到’（书，他）”は連言関係に

ある。連言関係は、本来順序が自由である。しかし、「演繹モデル」におい

ては順序が確定される。その「演繹モデル」とは、前の命題の第二項と次

の命題の第一項の内容が同じである場合、その順に命題が配列されること

を言う。これに基づき考えることにする。演繹モデルにおいて連言関係に
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ある二つの命題の 初の命題の第二項と後ろの命題の第一項が同じ場合、

この二つの間には「連鎖関係」がある。「連鎖関係」の特徴は後の命題の第

一項が[確定性]を持つということである。この論理式では、関数“送’”の第

二項“书”と関数“到’”の第一項“书”が同じであるので、連鎖関係があ

り、後の“书”には「確定性」があると考えられる。しかし、S1’の“我送

给他书”の“书”は［確定性］ではなく、[不確定性]を持つ。この［不確

定性］が論理式における連鎖関係の後の“书”の持つ特徴［確定性］と対立

する。したがって、この文は成り立ちにくい。それに対し、次の文を述語

論理で表記すると、 

 

S1’’ 我送给他一本书 

 

～ニ    送リ ～ガ～ヲ アル ～ガ 一冊  到ル ガ ～ニ 

     给’ {我，他，送’(我，书 )＆有’（书，一本）＆到’（一本，他）} 

  スル ～ガ ～ニ       ～コトヲ 

 

となる。 

ここでは、“给’｛ 我，他，……”が「私は彼に何かをする」を、“送’(我，

书)＆有’（书，一本）＆到’（一本，他）”が「私が本をプレゼントする」

と「本が一冊がある」と「一冊が彼に到る」を表している。“送’(我，书)

＆有’（书，一本）＆到’（一本，他）”は演繹モデルにおける連言関係を表

している。この論理式では、関数“有’”の第二項“一本”と関数“到’”

の第一項“一本”が同じであるので、連鎖関係があると考えられる。従っ

て後の“一本”は「確定性」を持つ。一方、S1’’の“我送给一本书”の“一

本”は数量を明示しており、当然「確定性」を持ち、論理式の“到’”関数の

第一項の持つ「確定性」に一致するから、この文が成り立つのである。さ

らに次の文について考えよう。 

 

S1’’’ 我送给他书（看） 
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この文を述語論理で表記すると、次の 

 

～ニ    タメニ  ヨム ～ガ ～ヲ オクル ～ガ ～ヲ 

给’  ［我，他，为’ {我，看’（他， 书）， 送’ （我， 书）}］ 

         スル～ガ  ～タメニ     ～コトヲ 

シテヤル～ガ ～ニ     ～コトヲ 

 

となる。ここでは、“给’［我，他，……”が「私が彼に何かをする」を、

“看’（他，书）”が「彼が本を読む」を、“为’ {我，看’（他，书），……”

が「私は彼が本を読むために何かをする」を、“送’（我，书）”が「私が本

を送る」を表している。ここで“看’”関数の第二項“书”と“送’”関数

の第二項“书”は同じだが、連言関係にない。したがって連鎖関係を持た

ない。連鎖関係を持たないから“书”は［不確定性］であるが、“书”は“为’”

関数の第二項にも出現しており、“送’”関数の第二項の“书”は演算にお

ける二回目の出現になる。従ってその二回目の“书”には［確定性］がある

と考えられるので、この文が成り立つ。 

 

S2：＊你沏茶给我/你沏杯茶给我 

この二文についてもそれぞれ述語論理による表記をすると、次のように

なる。 

 

S2’ ＊你沏茶给我 

 

～ニ 

给’ {你，我，  沏’（你，茶）＆到’（茶，我）} 

スル ～ガ ～ニ    ～コトヲ 

 

ここでは、“给’ {你，我，……”が「あなたが私に何かをする」を、“沏’

（你，茶）＆到’（茶，我）”が「あなたがお茶を入れる」と「お茶が私に
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到る」を表している。この論理式で関数“沏’”の第二項“茶”と関数“到’”

の第一項“茶”が同じであるので、連鎖関係があると考えられる。従って

論理式においては“到’”関数の第一項の“茶”には［確定性］がある。し

かし、S2’の文の“茶”には数量限定がないので [不確定性]である。この［不

確定性］と論理式における連鎖関係により生じた［確定性］が対立する。

したがって、この文はすわりが悪いのである。次に量詞“杯”を持つ文を

考えて見よう。 

 

S2’’  你沏杯茶给我 

この文の述語論理表記は次のようになる。 

 

～ニ    イレル～ガ～ヲ アル ～ガ 一杯  到ル ガ ～ニ 

     给’ {你，我，沏’(你，茶 )＆有’ （茶，一杯）＆到’（一杯，我）} 

  スル ～ガ ～ニ       ～コトヲ 

 

ここでは、“给’｛ 你，我，……”が「あなたが私に何かをする」を、“沏’

(你，茶 )＆有’（茶，一杯）＆到’（一杯，我）”が「あなたがお茶を入れ

る」と「お茶が一杯ある」と「一杯が私に到る」を表している。“沏’(你，

茶 )＆有’（茶，一杯）＆到’（一杯，我）”は演繹モデルにおける連言関

係を表している。この論理式では、“有’”関数の第二項“一杯”と“到’”関数

の第一項“一杯”が同じであるので、連鎖関係があると考えられる。従って、

“到’”関数の第一項“一杯”には［確定性］がある。一方、S2’’の文“你沏杯

茶给我”の“杯”には［確定性］があり、論理式の後の“一杯”の持つ［確定

性］に一致するから、この文が成り立つ。 

 

S2’’’  你沏茶给我喝 

この文を述語論理で表記すると、次の 

～ニ     タメニ ノム ～ガ ～ヲ イレル ～ガ ～ヲ 

给’ ［你，我，为’ {你，喝’（我， 茶）， 沏’ （你， 茶）}］ 
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          スル～ガ  ～タメニ    ～コトヲ 

シテヤル～ガ ～ニ     ～コトヲ 

となる。ここでは、“给’［ 你，我，……”が「あなたが私に何かをする」

を、“喝’（我，茶）”が「私がお茶を飲む」を、“为’{你，喝’（我，茶），

……”が「あなたは私がお茶を飲むために何かをする」を、“沏’（你，茶）”

が「あなたがお茶を入れる」を表している。ここで“喝’”関数の第二項“茶”

と“沏’”関数の第二項“茶”は同じであるが、連言関係にない。したがっ

て連鎖関係を持たない。連鎖関係を持たないが“茶”はすでに“为’”関数

の第二項に現れており、“沏’”関数に現れるのは二回目である。従って、

後の“茶”には［確定性］という特徴がある。一方、S’’’の“茶”には数量

限定はないが、言語直観による［確定性］があるので、この文はすわりが

よくなる。 

 

S4：＊他送我糖/他送我一盒糖 

この二文を述語論理による表記をすると、次の S4’と S4’’になる。 

S4’  ＊他送我糖 

 

～ニ 

给’ {他，我，  送’（ 他，糖）＆到’（糖，我）} 

スル ～ガ ～ニ    ～コトヲ 

 

ここでは、“给’ {他，我，……”が「彼が私に何かをする」を、“送’（ 他，

糖）＆到’（糖，我）”が「彼が飴を送る」と「飴が私に到る」を表してい

る。この論理式で“送’”関数の第二項“糖”と“到’”関数の第一項“糖”が同じ

であるので、連鎖関係があると考えられる。従って“到’”関数の第一項の

“糖”は［確定性］である。しかし、S4’の“糖”は数量限定がないので[不確

定性]である。この実際の文の持つ［不確定性］と論理式における連鎖関係

の特徴［確定性］が対立している。したがって、この文はすわりが悪い。

それに対し、次の文を述語論理で表記すると、 
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S4’’  他送我一盒糖 

 

  ～ニ    オクル～ガ～ヲ アル ～ガ 一箱  到ル ガ ～ニ 

     给’{他，我，送’(他，糖)＆  有’ （糖，一盒）＆到’（一盒，我）} 

  スル ～ガ ～ニ        ～コトヲ 

 

となる。ここでは、“给’｛ 他，我，……”が「彼が私に何かをする」を、“送’(他，

糖)＆有’（糖，一盒）＆到’（一盒，我）”が「彼が飴を送る」と「飴が一

箱ある」と「一箱が私に到る」を表している。“送’(他，糖)＆有’（糖，一

盒）&到’（一盒，我）”は演繹モデルにおける連言関係である。この論理

式では、“有’”関数の第二項“一盒”と“到’”関数の第一項“一盒”が同じであ

るので、連鎖関係があると考えられる。ここの論理式の後の“一盒”に［確

定性］があり、S4’’の文の中の“一盒”の表す［確定性］に一致するから、

この文が成り立つ。 

 

S4’’’  他送我糖，我送他茶叶 

この文を述語論理で表記すると、次のようになる。 

 

～ニ 

给’ {他，我，  送’（ 他，糖）&到’（糖，我）}& 

スル ～ガ ～ニ   ～コトヲ 

 

～ニ 

给’ {我，他，  送’（ 我，茶叶）&到’（茶叶，他）} 

スル ～ガ ～ニ   ～コトヲ 

 

ここには二つの複合命題がある。一つの複合命題の“给’ {他，我，……”

は「彼が私に何かをする」を、“送’（ 他，糖）&到’（糖，我）”は「彼が

飴を送り」と「飴が私に到る」を表している。もう一つの複合命題の“给’ 
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{我，他，……”は「私が彼に何かをする」を、“送’（ 我，茶叶）&到’（茶

叶，他）”が「私がお茶を送る」と「お茶が彼に到る」を表している。ここ

では前者の複合命題１における“送’”関数の第二項“糖”と“到’”関数の第一

項“糖”が同じであり、後者の複合命題 2 における“送’”関数の第二項“茶叶”

と“到’”関数の第一項“茶叶”が同じであるので、演繹モデルにおける連言

関係にあり、したがって連鎖関係を持つと考えられる。連鎖関係を持てば

［確定性］という特徴がある。しかし S4’’’の“糖”と“茶叶”には数量詞も

指示詞もなく、したがって［不確定性］があり、論理式における連鎖関係

で生じる［確定性］と対立する。ところが“糖”と“茶叶”は「数量」上は［確

定性］がないが、「種類」上は二種類に限定される。したがって、種類にお

いては二種という［確定性］があると言えるので、この文が成り立つ。 

 以上分析したのは S1、S2 と S4 の例文である。朱（1979：152）によれ

ば、文型 S3 において直接目的語が単独の名詞であると、文における“给”

は動詞ではなくて、前置詞であると述べる。例えば、次の文の“给”であ

る。 

 

我给他打毛衣（私は彼にかわってセーターを編む） 

我给他沏茶（私はかれのかわりにお茶を入れる） 

我给他买书（私は彼の代わりに本を買う） 

我给他炒菜（私は彼に代わって料理する） 

 

 朱が「文型 S3 において直接目的語が単独の名詞であると、文における

“给”は動詞ではなくて、前置詞である」と述べているが、その理由を述べ

てない。次にその理由を述べておこう。 

 

1）我给他炒菜 

この文を述語論理で表記すると、次のようになる。 
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 ニカワッテ          ツクル ～ガ ～ヲ 

1’） 给’   {我，  他，   炒’ （我， 菜）} 

  スル   ～ガ  ～ニ     ～コトヲ 

 

 

 

    α    β       γ 

 

ここでは、“给’{我，他，……”が「私が彼に何かをする」を、“炒’（我，

菜）”が「私が料理を作る」を表している。後の説明に便利なように、ここ

では関数“给’”の第一項を“α”、第二項を“β”、第三項を“γ”とする。 

 

2）大夫给病人打针。 

この文を述語論理で表記してみよう。 

 

    ～ニ         スル  ～ガ  ～ヲ 

2’） 给’   {大夫，病人，打’ （大夫， 针）} 

  スル   ～ガ ～ニ     ～コトヲ 

 

 

 

    α   β       γ 

 

ここでは、“给’{大夫，病人，……”が「お医者さんが患者に何かをする」

を、“打’（大夫，针）”が「お医者さんが注射をする」を表している。 

 

3）我给你剪头发。 

この文を述語論理で表記する。 
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    ～ニ          スル  ～ガ  ～ヲ 

3’） 给’   {我， 你，  剪’ （我， 头发）} 

  スル   ～ガ ～ニ     ～コトヲ 

 

 

 

    α  β       γ 

 

ここでは、“给’{我， 你，……”が「私があなたに何かをする」を、“剪’

（我，头发）”が「私が髪の毛をカットする」を表している。 

 注意すべきことはこの三つの論理式における“β”の部分はすべて“γ”

に出現しない。したがって、朱徳熙の結論にてらし合わせると、前置詞と

して使われた“给”はその構文における第二項が第三項に出現しないもの

であると考えられる。先に分析した S1、S2 と S4 における“给”は動詞で

あるので、論理式における“β”の部分はすべて“γ”に出現する。詳し

く見てみよう。 

 

S1’’ 我送给他一本书 

 

  ～ニ   送リ ～ガ～ヲ アル ～ガ 一冊 到ル ガ ～ニ 

     给’ {我，他，送’(我，书 )&有’（书，一本）&到’（一本，他）} 

  スル ～ガ ～ニ       ～コトヲ 

 

 

 

  α   β         γ 
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S2’’  你沏杯茶给我 

 

  ～ニ   イレル～ガ～ヲ アル ～ガ 一杯 到ル  ガ ～ニ 

     给’ {你，我，沏’(你，茶 )&有’（茶，一杯）&到’（一杯，我）} 

  スル ～ガ ～ニ       ～コトヲ 

 

 

 

  α  β           γ 

 

S4’ ’  他送我一盒糖 

 

  ～ニ   オクル～ガ～ヲ アル ～ガ 一箱 到ル  ガ ～ニ 

    GEI’ {他，我，送’(他，糖)& 有’（糖，一盒）&到’（一盒，我）} 

  スル ～ガ ～ニ      ～コトヲ 

 

 

 

    α  β        γ 

これらの論理式においては“β”がすべて“γ”の 後の項に出現する。

したがって、前置詞として “给”を用いる構文における第二項は必ず第三

項に出現しないが、動詞として“给”を使う構文における第二項は必ず第

三項に出現することが分かる。 

 次に、詳しくそれぞれの文型を分析しよう。 

 

1.1 S1：Ms+D+给+M’+M 

1.1.1 S1 における「授与」類動詞 

 

 S1 の文型における動詞はほとんど「授与」類動詞（Da）である（朱 1979：
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152）。朱は「授与」の定義を次のようにまとめた、 

（1）「動作主」（A）と「与格」（B）が存在する。 

（2）｢動作主｣（A）が与え、「与格」（B）が受け取る「対象物」（C）があ

る。 

（3）A は能動的に C を A から B に移転させる。 

次に、この定義を論理式で十分に表現されているかどうかを考察する。

まず、“我送给他一本书”を述語論理式で書くと、 

 

S1’  

    ～ニ    送リ ～ガ～ヲ アル ～ガ 一冊 到ル ガ ～ニ 

     给’ {我，他，送’(我，书 )&有’ （书，一本）&到’（一本，他）} 

  スル ～ガ ～ニ       ～コトヲ 

 

      

 

   α  β         γ 

 

となる。まず、 

朱の定義の「（1）「動作主」（A）と「与格」（B）が存在する。」を詳しく

見ると、「動作主」（A）が“α”であり、「与格」（B）が“β”である。 

定義の「（2）｢動作主｣（A）が与え、「与格」（B）が受け取る「対象物」（C）

がある。」については『｢動作主｣（A）が与え』が関数“送’”の第一項の“我”

である。『「与格」（B）が受け取る』が関数“到’”の第二項の“他”である。『「対

象物」（C）』が関数“送’”の第二項の“书”である。 

定義の「（3）A は能動的に C を A から B に移転させる。」については「能

動的に」はこの論理式の「α が β に γ をする」ことである。「A から B

に移転」は「関数“送’”の第一項の“我”から関数“到’”の第二項の“他”のと

ころに移転する。」ことである。「させる」は関数“有’”の第二項の“一本”

が関数“到’”の第一項のところに移転することである。つまり、「“本”が私
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のところから行く。」のである。ここでは連鎖関係が「させる」ことを表し

ている。以上のことから見ると、朱の「授与」に関する定義は S1’で表記

した論理式に適合していることがわかる。もう一つ例文を見てみよう。 

 

4）我写给校长一封信。この文を述語論理式で書くと、 

 

4’） 

  ～ニ     カク ～ガ～ヲ アル ～ガ一枚 到ル ガ  ～ニ 

     给’ {我，校长，写’(我，信 )&有’（信，一封）&到’（一封，校长）} 

  スル ～ガ ～ニ        ～コトヲ 

 

 

 

   α  β           γ 

 

となる。まず、 

定義の「（1）「動作主」（A）と「与格」（B）が存在する。」を詳しく見る

と、「動作主」（A）が“α”であり、「与格」（B）が“β”である。 

定義の「（2）｢動作主｣（A）が与え、「与格」（B）が受け取る「対象物」

（C）がある。」については『｢動作主｣（A）が与え』が関数“写’”の第一項

の“我”である。『「与格」（B）が受け取る』が関数“到’”の第二項の“校长”

である。『「対象物」（C）』が関数“写’”の第二項の“信”である。 

定義の「（3）A は能動的に C を A から B に移転させる。」については「能

動的に」はこの論理式の「α が β に γ をする」ことである。「A から B

に移転」は「関数“写’”の第一項の“我”から関数“到’”の第二項の“校长”の

ところに移転する。」ことを示す。「させる」は「関数“有’”の第二項の“一

封”が関数“到’”の第一項のところにあらわれている」ことである。つま

り、「“信”が私のところから行く。」のである。ここでは“一封”の表す連

鎖関係が「させる」ことを表している。ここでは、“写”は「授与」類では
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ないが、“送”と同じように分析できる。 

 

1.1.2 S1 における「授与」を表さない動詞 

 

  Da 類動詞には「授与」の意味を含んでいないものがある。例えば、“写、

留、搛、舀”などである。しかし、これらの動詞は S1 に出現すると、文

全体が「授与」の意味を表すことになる。例えば、 

 

5）他写给校长一封信。 

 （彼は校長に手紙を一通書いた。） 

6）他留给小王一个坐位。 

 （彼は王さんに座席を一つ取っておいた。） 

7）他搛给我一块鱼。 

 （彼は私に魚を一枚挟んでくれた。） 

8）他舀给我一勺酱油。 

 （彼は私にしょうゆ一スプーンをすくってくれた。） 

 

1.2  S2：Ms+D+M+给+M’ 

1.2.1 S2 における「取得」類動詞 

 

すべての「授与」類動詞は S2 に出現しうる。つまり、S1 は S2 に変換し

うる（朱 1979：154）。例えば、 

 

9）他寄给老张一个包裹。→他寄了一个包裹给老张。 

この二つの文の意味が同じである。但し、自然焦点になる成分が異なる

ことから、同じ論理式で書ける。 

 

 ～ニ    オクル～ガ ～ヲ アル ～ガ 一ツ 到ル ～ガ ～ニ 

9’）给’{他，老张，寄’（他，包裹）&有’（包裹，一个）&到’（一个，老张）} 
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 スル～ガ ～ニ          ～コトヲ 

ここでは、“给’ {他，老张，……”が「彼が張さんに何かをする」を、

“寄’（他，包裹）&有’（包裹，一个）&到’（一个，老张）”が「彼が荷物

を送り」、「荷物が一つあり」、「その一つが張さんに到る」を表している。

しかし、注意すべきは S2 に出現しながら、「授与」類動詞でないものがあ

ることである。例えば、 

 

10）他抢了个位子给我。 

この文を述語論理式で表示すると、次のようになる。 

 

～ニ     ウバイ ～ガ ～カラ～ヲ  アル ～ガ   

10’）给’ { 他，  我，抢’（他， φ， 位子）&有’（位子，一 

ヒトツ 到ル ヒトツガ ～ニ 

个）&  到’ （一个， 我）} 

 スル ～ガ ～ニ          ～コトヲ 

 

 

 

 α  β              γ 

  

ここでは、“给’ {他，我，……”が「彼が私に何かをする」を、“抢’（他，

φ， 位子）”が「彼が誰かから席を奪い」を、“有’（位子，一个）”が「席

が一つある」を、“到’（一个，我）}”が「一つが私に到る」を表している。

ここの動詞“抢”は「授与」類動詞ではなく、「取得」類動詞である。朱は

「取得」に関する定義を次のようにしている。 

 

（1）「取得者」（A’）と「喪失者」（B’）が存在する。 

（2）「取得者」（A’）が取得し、「喪失者」（B’）が失うもの「対象物」（C’）

がある。 
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（3）「取得者」（A’）が能動的に「対象物」（C’）を「喪失者」（B’）から

「取得者」（A’）に移転させる。 

次に、論理式 10’）と対照しながら、この定義が論理式で十分に表現さ

れているかどうかを考察する。 

まず、定義の（1）の「取得者」（A’）は“α”であり、「喪失者」（B’）は

“β”である。 

次に、定義の（2）の『「取得者」（A’）が取得し』が関数“抢’”の第一

項の“他”が表す。『「喪失者」（B’）が失う』は関数“抢’”の第二項の“φ”

が示している。『「対象物」（C’）』は関数“抢’”の第三項の“位子”である。 

後に、定義の（3）の「能動的に」はこの論理式の「α が β に γ をす

る」ことである。「「喪失者」（B’）から「取得者」（A’）に移転」は関数“抢’”

の第二項の“φ”から関数“到’”の第二項の“我”のところに移転するこ

とである。「させる」は関数“有’”の第二項の“一个”が関数“到’”の第

一項のところに現れることで示される。つまり、“位子”が「彼から私のと

ころに行く」のである。ここの「私」は「取得者」（A’）ではなくて、正

確には「与格」（D）であると考えればよい。したがって、朱徳熙の「取得」

に関する定義は論理式に適合していない。適合させるためには定義の３番

目の「「取得者」（A’）が能動的に「対象物」（C’）を「喪失者」（B’）から

「取得者」（A’）に移転させる」の部分を「「取得者」（A’）が能動的に「対

象物」（C’）を「喪失者」（B’）から「与格」（D）に移転させる」に変え

ればよいと考えられる。 

 したがって、「取得」も「動作主」から「与格」への「授与」である。も

っと例を見ておこう。 

 

11）我买了他家一所房子。 

この文を論理式で表記すると、次のようになる。 

なお“给”は 7）の文の表面に現れていないので“GEI”と表記する。  
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     ～ニ     カウ ～ガ ～カラ  ～ヲ アリ ～ガ   

11’) GEI’ {我， 我，买’（我， 他家， 房子）&有’（房子，一 

～一軒  到ル ～ガ ～ニ 

所）  &到’（一所，我）} 

    スル ～ガ ～ニ         ～コトヲ 

 

ここでは、“GEI’ {我， 我，……”が「私が私に何かをする」を、“买’（我， 

他家，房子）”が「私が彼のうちから家を買う」を、“有’（房子，一所）”

が「家が一軒ある」を、“到’（一所，我）”が「一軒が私に到る」を表して

いる。この文も「対象物」（“房子”）が「喪失者」（“他家”）から「与格」

（“我”）に移転することを表している。 

12）他偷了人家一把斧子。この文を論理式で表記してみよう。 

 

      ～ニ     ヌスミ ～ガ ～カラ ～ヲ アリ ～ガ           

12’） GEI’ {他， 他，偷’（他， 人家， 斧子）&有’（斧子，一丁 到ル 

～ガ ～ニ 

一把）&到’（一把，他）} 

     スル ～ガ ～ニ         ～コトヲ 

 

ここでは、“GEI’ {他， 他，……”が「彼が彼に何かをする」を、“偷’（他， 

人家，斧子）”が「彼が他人から斧を盗む」を、“有’（斧子，一把）”が「斧

が一丁ある」を、“到’（一把，他）”が「一丁が彼に到る」を表している。

この文も「対象物」（“斧子”）が「喪失者」（“人家”）から「与格」（“他”）

に移転することを表している。 

 

13）他收了我五块钱。 

この文を述語論理式で表記する。 
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      ～ニ     徴収スル ～ガ ～カラ ～ヲ アリ ～ガ        

13’） GEI’ {他，  他，收’  （他， 我，  钱）&有’（ 钱， 

五元 到ル ～ガ ～ニ 

五块）&到’（五块，他）} 

     スル  ～ガ ～ニ         ～コトヲ 

 

ここでは、“GEI’ {他， 他，……”が「彼が彼に何かをする」を、“收’（他， 

我，钱）”が「彼が私からお金を徴収する」を、“有’（钱，五块）”が「お

金が五元ある」を、“到’（五块，他）”が「五元が彼に到る」を表している。

この文も「対象物」（“钱”）が「喪失者」（“我”）から「与格」（“他”）に移

転することを表している。 

 

1.2.2 “借 a”と“借 b”の同形異義性 

“借 a”と“借 b”は同形異類である（朱 1979：156）。例えば、 

（14）张三借一本书给李四。 

S2 における動詞は Da も Db もなれるから、この文における“借”は“借 a”

と“借 b”の二つの意味を表すことができる。まず、“借”は“借 a”になると、

「授与」の意味を表す。つまり、“张三把他的书借给李四。”に変換するこ

とができる。論理式で表記すると、次のようになる。 

 

    ～ニ        カス ～ガ ～ニ ～ヲ ナイモツ ～ガ  

（14’）给’ {张三，李四，借’（张三，李四，书）&  -有’ （张三， 

～ヲ 到ル  ～ガ ～ニ 

书）& 到’（书， 李四）} 

   スル ～ガ ～ニ           ～コトヲ 

 

ここでは、“给’ {张三，李四，……”が「張三が李四に何かをする」を、

“借’（张三，李四，书）”が「張三が李四に本を貸す」を、“-有’（张三，

书）”が「張三が本を持たない」を、“到’（书，李四）”が「本が李四に到
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る」を表している。この論理式では関数“借’”の第二項“李四”が「本の

至るところ」であるから、この文は「授与」を表す。 

 そして、“借”は“借 b”になると、「取得」の意味を表すことになる。論

理式で表記すると、次の（14’’）になる。 

 

～ニ       カリル ～ガ ～カラ ～ヲ    

（14’’）给’ {张三，李四，借’（张三， φ，  书）&  

ナイモツ    ～ガ ～ヲ  到ル ～ガ ～ニ 

-有’   （ φ， 书） &到’（书，  李四）} 

    スル    ～ガ  ～ニ           ～コトヲ 

 

ここでは、“给’ {张三，李四，……”が「張三が李四に何かをする」を、

“借’（张三，φ，书）”が「張三が誰かから本を借りる」を、“-有’（ φ，

书）”が「誰かが本を持たない」を、“到’（书，李四）”が「本が李四に到

る」を表している。この論理式では関数“借’”の第二項“φ”と“本”の

関係が「誰かが本を持たなくさせる」、つまり、「張三が誰かから本を借り

た」を表す。この文は「取得」を表す。 

 （14’）と（14’’）の述語論理式から見ると、関数“借’”の第二項が違う

だけで、「授与」と「取得」の意味の違うがでる。 

 

1.2.3 文型 S2 に出現できる動詞 Dc 

 文型 S2 に出現できる動詞は前述の Da と Db だけではなく、Dc もある。

Dc とは「授与」も［取得］も表さないで、S2 に用いられる動詞である。

例えば、 

（15）我打了一件毛衣给他。 

  （私は彼にセーターを一着編んだ。） 

（16）你沏杯茶给客人。 

  （あなたはお客さんにお茶を入れて。） 
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（17）我刻了块图章给李老师。 

  （私は李先生に印章を刻んだ。） 

これらの文における動詞“打”、“沏”、“刻”は「授与」も「取得」も表

さず、「製作」を表す動詞である。 

 

1.2.4 三種類の文型 S2 

 先の分析によると、文型 S2 は三種類に分けられる。 

１）S2（Da）：我送一件毛衣给他。  

２）S2（Db）：我买一件毛衣给他。 

３）S2（Dc）：我打一件毛衣给他。 

 ここでは、S2（Da）が「授与」を表し、S2（Db）が「取得」を表し、S2

（Dc）が「授与」も「取得」も表さない。S2（Da）における動詞“送”と“给”

は同一のプロセスである。しかし、S2（Db）における動詞“买”と“给”

は分離したプロセスであり、S2（Dc）における動詞“打”と“给”も分離し

たプロセスである。したがって、S2（Da）と S2（Db）、S2（Dc）が対立し

ている。さらに、その対立する関係は S2（Da）と S2（Db+c）との対立と

も見える。つまり、「授与」を表す動詞と「授与」を表さない動詞の対立関

係である。 

 

1.3  S3：Ms+给+M’+D+M 

1.3.1 「授与」を表す“给 d”と「代替」を表す前置詞“给 p” 

 

 S3を分析する前に、“给 d”と“给 p”を区別する必要があると考えられる。

（朱 1979：158）“给 d”の文は「授与」を表し、“给 p”は「代替」を表す。 

例えば、 

A．（18）大夫给病人打针。（医者が患者に注射する。） 

この文を論理式で表記すると、次のようになる。 

 



132 言語と文化論集 №17 

  ニカワリ         ～スル ～ガ ～ヲ 

（18’）给’  { 大夫，病人，   打’ （大夫， 针）} 

   スル  ～ガ   ～ニカワリ  ～コトヲ 

 

ここでは、“给’ {大夫，病人，……”が「医者が患者に代わって何かを

する」を、“打’ （大夫，针）”が「医者が注射をする」を、“给’ {大夫，

病人，打’ （大夫， 针）}”が「医者が患者に代わって、医者が注射をす

る」を表している。この“给”が前置詞である。 

 

B．（19）我给他买了一辆车。 

この文の“给”は前置詞か動詞かは判定しにくい。なぜならば、“他”は

「与格」にも「代替の対象」にもなれるからである。換言すれば、この文

には「あいまい性」がある。詳しく言うと、この文が「授与」を表す場合、

「彼に車を買う」であるが、「代替」を表す場合、「彼にかわって車を買う」

である。この二つの意味を論理式で表記すると、次の（19’）と（19’’）に

なる。 

 

   ニ   買イ ～ガ ～ヲ アリ ～ガ 一台 到ル ～ガ ～ニ 

（19’）给 d ’ {我，他，买’（我，车）&有’（车， 一辆）&到’（一辆，他）} 

   スル～ガ ～ニ        ～コトヲ 

 

ここでは、“给 d ’ {我，他，……”が「私は彼に何かをする」を、“买’（我，

车）”が「私が車を買う」を、“有’（车，一辆）”が「車が一台ある」を、

“到’（一辆，他）”が「一台が彼に到る」を表している。命題“到’（一辆，

他）”が文の「授与」の意味を表している。 

ニカワリ    買イ  ～ガ ～ヲ アリ  ～ガ 一台 

（19’’）给 p’ {我，他，买’  （我，  车）&有’（  车， 一辆）} 

      スル～ガ ～ニカワリ           ～コトヲ 
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ここでは、“给 p’ {我，他，……”が「私は彼にかわって何かをする」を、

“买’（我，车）”が「私が車を買う」を、“有’（车，一辆）”が「車が一台

ある」を表している。 

 注意すべきことは、（19’）は S2“我买一辆车给他。”に変換できる。しか

し、「代替」を表す（19’’）は“我买一辆车给他。”とは言えない。もっと例

を見てみよう。 

 

（20）我给你娶个媳妇。 

（21）你给客人沏杯茶。 

（22）我给你画张画儿。 

 

文の（20）から（22）における“给”はいずれも「授与」と「代替」を表

している。文の（19）のように、「授与」を表す場合、S2 に変換できるが、

「代替」を表す場合、S2 に変換できない。したがって、「代替」の意味は“给”

の前置詞性が賦与したものではない。（朱 1979：159） 

 

1.3.2 S3 に用いられる動詞 Db と Dc 

S3 に用いられる動詞は主に Db と Dc である。例えば、 

1) S3（Db） 

我给他买了一辆车。 

我给你娶个媳妇。 

我给你抢了一本。 

これらの文は「授与」、「代替」あるいは「取得」の意味を表している。 

2) S3（Dc） 

我给你沏杯茶。 

我给你画张画儿。 

我给你打件毛衣。 

これらの文は「授与」あるいは「代替」を表している。 

3) S3 （Da） 
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我给他卖了一辆车。 

我给他还了一本书。 

我给他送了一封信。 

我给他赔了五块钱。 

ほとんどの Da 類動詞は S3 に用いられない。もし S3 に用いると、文に

おける“给”は前置詞になり、「代替」を表すことになる。 

 

1.3.3 文型 S3 の「あいまい性」 

 前に文型 S3 は「あいまい性」が生じることがあると述べた、ここで詳

しく説明してみよう。例を挙げよう。 

 

（23）我给他借了好几本书。 

この文には、三つの意味解釈ができる。 

（23’）（彼が図書館管理員である場合）“我替他出借了好几本书”の意味で

ある。この文を論理式で表記すると、 

 

二カワリ    カス ～ガ ～二 ～ヲ 到ル ～ガ ～二 アル ～ガ  数冊 

给’  {我，他，借’  （我，φ，书）＆到’（书，φ）＆有’（书，几本） 

モツ ～ガ 大変トイウ程度 

＆有’（几本，好）} 

スル ～ガ ～二カワリ          ～コトヲ 

 

になる。ここでは、“给’ {我，他，……”が「私は彼にかわって何かをす

る」を、“借’（我，φ，书）”が「私が誰かに本を貸す」を、“到’（书，φ）”

が「本が誰かにいたる」を、“有’（书，几本）”が「本が数冊ある」を、“有’

（几本，好）”が「数冊が大変という程度を持つ」を、全体が「私は彼にか

わって数冊の本を貸した」を表している。この文における“借”は「授与」

を表すから、“借 a”である。“给”は前置詞である。 

 関数“有’（书，几本）＆有’（几本，好）”は詳しく記述すると、次のよ
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うになる。“有’（书，几本）”が“有’(书，［論理形式］数量)＆有’(［論理

形式］数量，几本)”になり、“有’（几本，好）”が“有’(几本，［論理形式］

程度)＆有’(［論理形式］程度，好)”になる。これを縮約すると、“有’（书，

几本）＆有’（几本，好）”になる。次の（23’’）と（23’’’）も縮約して書

く。 

（23’’）“我替他从别人那里借了好几本书。”の意味を表す。この文を論

理式で表記すると、次のようになる。 

二カワリ   カリル ～ガ～カラ～ヲ  到ル ～ガ ～二 アル ～ガ  数冊   

给’ {我，他，借’（我，φ，书）＆到’（书，我） ＆有’（书，几本） 

モツ  ～ガ   大変トイウ程度 

＆有’ （几本，好）} 

スル ～ガ ～二カワリ        ～コトヲ 

 

ここでは、“给’ {我，他，……”が「私は彼にかわって何かをする」を、

“借’（我，φ，书）”が「私が誰かから本を借りる」を、“到’（书，我）”

が「本が私にいたる」を、“有’（书，几本）”が「本が数冊ある」を、“有’

（几本，好）”が「数冊が大変という程度を持つ」を、全体は「私は彼にか

わってたくさんの本を借りた」を表している。この文における“借”は「取

得」を表すから、“借 b”である。つまり、“给”は前置詞である。 

 

（23’’’）“我从别人那里借了好几本书给他。”の意味を表す。この文を述

語論理式で表記すると、次のようになる。 

 

二      カリル ～ガ～カラ～ヲ  到ル ～ガ ～二  アル ～ガ 数冊    

给’ {我，他，借’（我，φ，书）＆到’（书， 他） ＆有’（书，几本） 

モツ   ～ガ  大変トイウ程度 

＆有’ （几本，好）}  

スル  ～ガ  ～二カワリ       ～コトヲ 
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ここでは、“给’ {我，他，……”が「私は彼に何かをする」を、“借’（我，

φ，书）”が「私が誰かから本を借りる」を、“到’（书，他）”が「本が彼

にいたる」を、“有’（书，几本）”が「本が数冊ある」を、“有’（几本，好）”

が「数冊が大変という程度を持つ」を、全体が「私は他人から彼にたくさ

んの本を借りた」を表している。この文における“借”は「取得」を表す

から、“借 b”である。つまり、“给”は動詞である。 

 

1.3.4 Da、Db+c と S3 の関係 

 上の分析からわかるのは、 

A. Da は S1 に現れるが、Db+c は S1 に現れない。例えば、 

Da：我推荐给你一本书。（私はあなたに本を一冊推薦する。） 

Db+c：＊我沏给他一杯茶。 

B. Da と Db+c はいずれも S2 に現れるが、S2（Da）と S2（Db+c）は対立す

る。例えば、S2(Da)の“我送一件毛衣给他。”における“送”と“给”は

同一のプロセスであるが、S2(Db+c)の“我打一件毛衣给他。”における“打”

と“给”は分離したプロセスである。したがって、両者が対立している。 

C. Da+c は S3 に現れ、Da は一般には S3 に現れない。しかし、ここでは例

外がある。一部分の Da 類動詞は S3 に現れるからである。例えば、 

 

我给他寄了个包裹。（私は彼に包むを郵送した。） 

我给学校汇了一百块钱。（私は学校に為替で百元を送った。） 

你给客人搛点菜。（あなたはお客さんに料理をはさんであげてください。） 

我给小李留个座位。（私は李さんに席を取っておいた。） 

我给他写了封信。（私は彼に手紙を一通書いた。） 

 

 これらの動詞はすべて Da 類である。 

以上の文は S1 に変換できる。変換すると、次のようになる。 

我寄给他一个包裹。 

我汇给学校一百块钱。 
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我留给小李一个座位。 

 

さらに、以上の文は S2 に変換できる。変換すると、次のようになる。 

我寄了个包裹给他。 

我汇了一百块钱给学校。 

我留了一个座位给小李。 

 “寄”、“汇”、“留”などの動詞は S1 と S2 に現れるから、Da と Db+c を

兼ねる。これらの動詞は－［取得］なので、Db ではありえない。Db を縮

小して、Da と Dc を兼ねるとする。それを Da/c と表記する。しかし、Da/c

では Da が「授与」を表し、Dc が－「授与」を表すから、相互に矛盾して

いる。 

 

1.3.5 “写”類動詞と“寄”類動詞 

1.3.5.1 “写”類動詞と“寄”類動詞の分類 

 Da/c 類の動詞の意味について分析しよう。Da/c 類の動詞は“寄、汇、搛、

舀、捎、留、带、写、打（电话）、换、发、推荐、介绍”などである。これ

を分けて、二類に分ける。第一類は“写、搛、舀、留”など「授与」を表

さない動詞、これを“写”類動詞と呼ぶ。第二類は“寄、汇、发、推荐、

介绍”など「授与」を表す動詞、これを“寄”類動詞と呼ぶ。 

 まず、“写”類について分析しよう。“写”類は「授与」も「取得」も表

せない。Dc となる。故に、“写”＋対象格“春联”の時、“我写了一幅春联给

他。”［S2(Dc)］と言えるが、“我写给他一幅春联”［＊S1(Dc)］と言えない。

しかし、“写”＋対象格“信”の時、「前提」（presuppose）として、「与格」（受

者）が存在する。この場合、“写”は「授与」の意味を獲得する。そこで、

Dc が Da になる。その結果、“我写给他好几封信。”［S1（Da）］が言える。

しかし、“写信”の“写”が「授与」を表さないこともある。例えば、“他临走

的时候写了封信给我，［S2(Dc)］让我转交给你。”この文における“写”は

“书写”の意で、Dc である。（朱 1979：162）この文の“给我”は言わば「中

継」の「与格」であり、文末の“给你”が「着点」の「与格」である。 
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 以上のことから、“写信”の“写”は＋「授与」（Da）でも、－「授与」

（Dc）でもある。これが意味の「不確定性」（indeterminancy）を示してい

る。意味から解釈すると、“春联”を書くと、必ずしも他人に渡すわけでは

ない。しかし“信”を書くと、必ず誰かに書く。したがって、“写春联”と

“写信”は同じものではない。つまり、“写信”の構造は［動作］＋［対象

格］である。その［対象格］に［固有性］の［授与］があると考えられる。

“写春联”の構造も［動作］＋［対象格］であるが、その［対象格］は［非

固有性］の［授与］があると考えられる。 

 ここで意味の「不確定性」をまとめると、次のように説明できる。 

 

1）典型的な Da 類動詞“卖、送、赏、嫁”の単語の意味の中の意味成分「授

与」は［固有性］（intrinsic）である。 

2）“写”の単語の意味の中の意味成分［授与］は［非固有性］であり、出現

する時もしない時もある。 

3）“搛、舀、留”などの動詞そのものにも［授与］の意味はない。しかし、

“搛菜、舀汤、留座位”といった発話の場合は、［授与］の意味を獲得す

る可能性がある。（朱 1979：162）例えば、 

 

a) 给我搛了块鱼 

b) 给我舀了一碗汤 

c) 给我留一个座位 

 

a) を例として、文の成立の過程を説明する。 

まず、動詞“搛”を選択して、そして、動詞“搛”が「対象格」“一块鱼”

を選択する。そうすると、“搛一块鱼”が［動作］＋［対象格］の構造にな

る。次に、動作主“他”を選択すると、“他搛一块鱼”になり、［動作主格］

＋［動作］＋［対象格］の構造になる。［対象格］“一块鱼”の着点（goal）

は動作主“他”とそれ以外、例えば、“客人”がある。そして、動作主の場合

は“他给我搛一块鱼”となり、“客人”の場合は、“他给客人搛一块鱼”とな



動詞“给”が形成する“给”構文 139 

る。 後に、「着点」を表す“给我”は動詞“搛”との格関係は「与格」で

ある。 

 

1.3.5.2 “写”類動詞と“寄”類動詞とは異なる 

 上述の動詞は動詞そのものの単語の意味の中に、［授与］の意味が含まれ

ているようである。しかし、この類の動詞をいくつかの文型にいれて観察

すると、単語の意味の「不確定性」を見ることができる。この点を説明す

るために、まず“Da/c”類の動詞の単語の意味の問題と深くかかわる文法

現象、つまり、S4 の Da 類動詞に対する反応を分析してみよう。 

 朱（1979:162）によると、Da 類の動詞の大部分は S4 に出現する。しか

し、少数だが、S4 に出現しないものもある。S4 に出現しない Da 類動詞を

Da1 とすると、1）Da1 は少数の例外を除き、S3 に出現する。例えば、 

 

S4                  S3 

＊ 寄我一个包裹          给我寄了个包裹 

＊  搛我一块鱼                      给我搛了块鱼 

＊  留我一个座位                    给我留一个座位 

＊  写我一封信                      给我写封信 

 

 ここでは、“寄我一个包裹”と言えないが、“寄给我一个包裹”と言える。

故に、“＊寄我一个包裹”の“寄”の後に“给”は潜在していない。したが

って、S4 の“寄”、“搛”、“留”、“写”、“打”、“汇”、“带”の後には“给”

がかくれていない。つまり、［授与］の意味は「非固有性」である。 

2）S4 に出現する Da 類動詞を Da2 とすると、Da2 は一般には S2 に出現し

ない（朱 1979:163）。例えば、 

 

S4                         S3 

送我一本书（私に本を一冊プレゼントする） ＊给我送一本书 

卖我一所房子（私に部屋を一軒売った）        ＊给我卖一所房子 
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还我五块钱（私に五元を返した）              ＊给我还五块钱 

递我一只笔（私にペンを渡してくれた）        ＊给我递一只笔 

赔我一本新的（私に新しいのを弁償する）      ＊给我赔一本新的 

赏了他一两银子（彼にお金をほうびにやる）  ＊给他赏了一两银子 

输我一盘棋（私に将棋を一回負ける）          ＊给我输一盘棋 

 

 ここでは、S4 の“送我一本书”が成立するのに、S3 の“＊给我送一本书”

が「私に本を一冊プレゼントする」の意味にならない。それは S4 の“送”

の後に“给”が潜在していると仮定できるからである。すると、S3 は“给我

送（给）一本书”となって、前の“给”の表す［授与］の意味と後の“给”

の表す［授与］の意味が衝突する。したがって、この後の“给”の表す［授

与］は「固有性」の特徴を持っている。 

 まとめて言えば、ここで検討した Da1 類は Da/c と重なる。内包にこだ

わらず、外延を見ると、この二類の関係は Da1 ≈Da/c。同様に、Da2 と Da/c

の関係は Da2 ≈Da－Da/c である（朱 1979:163）。 

 

3) Da 類動詞の S1、S3、S4 の三種の文型中の分布を次の表で考察する。

Dc は Da と比較するために入れた。Dc を“炒”類と呼ぶことにする。以下

朱（1979）に従って説明する。 

 

表 1 

   S1 S3 S4 

   Da－Da/c “卖” 類 ＋ － ＋ 

Da Da/c≈Da1 “寄” 類 ＋ ＋ － 

  “写” 類 ＋ ＋ － 

   Dc  “炒” 類 － ＋ － 

 

 表 1 から見ると、“卖”類と“炒”類は「単語の意味」上対立している。

“卖”類は［授与］を表し、“炒”類は［授与］を表さない。意味上の対応
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に応じて、この二類の動詞の S1、S3、S4 における文形式上の分布も対立

している。前の 2.3.5.1 で“卖”類が「単語の意味」上［授与］を表し、“写”

類は［授与］を表さないと述べた。そうであるならば、この二類の動詞の

三種の文型における文形式上の分布も対立しているべきである。具体的に

言えば、“写”類は［授与］を表さないから、“炒”類と同じで、S1 には出

現しないはずである。しかし、表では S1 に出現している。“寄”類は［授

与］を表すので、“卖”類と同様に S4 に出現し、S3 に出現すべきでないは

ずである。しかし、表では S4 には出現せず、S3 に出現している。しかし、

実際には“寄”類と“写”類の分布は完全に等しい。この数類の動詞の分布上

の特徴には必ずや意味上の原因があるはずである。2.3.5.1 におけて、“卖”

類の動詞の「単語の意味」の中で、意味成分［授与］は「固有性」であっ

た。「固有性」があるとは、動詞“卖”について言えば、「売るプロセス」

が「授与のプロセス」そのもので、両者は渾然一体となって、分離できな

いものであることを指す。 

これに対して、“寄”類の動詞の「単語の意味」の中で、意味成分［授与］

は「固有性」ではない。［授与］の意味は出現したり、しなかったりする。

［授与］の意味が出現しない時には、その動詞の実際の意味は全体の意味

から［授与］の意味を取り去った後の部分である。例えば、“张三给李四寄

了个包裹。”において、動詞“寄”は「小包を送る“把包裹寄出去”」の部

分の意味のみを担うようであり、［授与］（つまり、小包が張三のところか

ら李四のところに移動する）の部分の意味は、動詞“给”によって、担わ

れているのである。詳しく言うと、“张三寄了个包裹”の文型意味が［授与］

を表すかどうかを判断しにくいが、“给李四”の“给”の単語の意味は［授

与］を表すから、この二部分を合成すると、全文“张三给李四寄了个包裹。”

は［授与］を表すことになる。 

1.2.4 において、S2（Dc）の中で、Dc と“给”が二つの分離したプロセス

を表すと指摘した。例えば、“我打了一件毛衣给他。”で“打”と“给”は

別々の出来事であり、それは“张三给李四寄了个包裹。”において、“寄”

と“给”が別々の分離したできごとであるのと同じである（朱 1979:164－
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165）。更に、朱（1979）に従って説明を続ける。 

以上の分析から、もとの説明、つまり“写”類の動詞は［授与］を表さ

ず、“寄”類の動詞は［授与］を表すという説はなりたたないことが分かる。

どちらも一面しか考察しておらず、Da/c 類動詞の「意味上の不確定性」を

考えていなかったからである。 

表において、S1 の列は［授与］の意味を含む。文型意味の対立から見る

と、“卖、寄、写”の三類と［授与］の意味を含まない“炒”類の間の対立

を表していた。S3 の列は［授与］の意味を含まない。単語の意味の対立か

ら見ると、“寄、写、炒”の三類と［授与］の意味を含む“卖”類の間の対立

を表している。S4 の列の正負の記号は S3 と反対で、したがって、“寄、写、

炒”三類と“卖”類の対立を表している。換言すると、「S3 と S4 はそれぞれ

正反両面から同一の事実、つまり、“卖”類は［授与］の意を含み、“寄、

写、炒”三類は［授与］の意味を含まない」ことを表している。以上のこ

とから、前文の議論において、S1、S2、S3 のみ立論し、S4 を無視すれば、

全文と同じ結論を得ることができる。 

S4 が要求するのは［授与］の意味を含む動詞である。S1 が要求するの

も［授与］の意を含む動詞である。しかし、S4 と S1 の文型のこれらの動

詞に対する要求には強弱のちがいがある。S4 の要求は強く、［授与］の意

味が単語の意味に固有の動詞、つまり、“卖”類のみを受け入れる。S1 の

要求はやや弱く、“卖”類以外に“寄”類や“写”類といった、時に［授与］

の意味を含む動詞をも受け入れる。1.2 では、S2(Da)、S2(Db)、S2(Dc)のみ

を論じ、S2(Da/c)を論じなかった。Da/c が S2 に現れた時には、それを Da

とも見なせるし、また Dc とも見なすことができる。1.3.5.1 において、“他

写了封信给我”は S2(Da)でもあり、S2(Dc)でもあると指摘した。この二類

の状況は意味がちがうが、それは“写”類の動詞について述べたものであっ

た。実際には、“寄”類の動詞も同じである。例えば、“我寄了个包裹给他”

は S2(Da)と見なせば、その文の意味は“我寄给他一个包裹”と同じで、“寄”

と［授与］は分離できず、一個の単一のプロセスである。もしも、S2(Dc)

と見なせば、“寄”は Dc として、“寄出去”（何を郵送する）だけを表し、［授
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与］の意味を含まない。つまり、“寄”と“给”は分離した別のプロセスを

表すのである（朱 1979:165－166）。 

 

1.4  S4：Ms+D+M’+M 

1.4.1 S4 に現れる動詞 

 

 S4 に現れる動詞は次の三部分である。詳しく言うと、次のようである。 

1）“卖”類動詞。つまり、“Da-Da/c”である。この動詞で構成された S4 は

［授与］を表す。 

2）Db 類動詞、つまり、「取得」を表す動詞である。この動詞で構成された

S4 は［取得］を表す。例えば、 

（24）他一共收了我二十块钱。（彼は私から 20 元を受け取った。） 

（25）她偷了人家一把斧子。（彼女は他人から斧を盗んだ。） 

（26）我买了他家一所房子。（私は彼から家を一軒買った。） 

（27）敌人抢了我们一辆卡车。（敵は私たちからトラックを奪った。） 

 

3）その他の動詞 例えば、 

（28）我欠他五块钱。（私は彼に五元を返してない。） 

（29）我问你一句话。（私は君に聞く。） 

（30）我们叫他老李。（私たちは彼を李さんを呼ぶ。） 

（31）我该他五块钱。（私は彼に五元借りがある。） 

 そこで以下では 1）だけを論じることとする。S4 をあらためて次のよう

に定義する、「“卖”類動詞で作られた二重目的語文型である。」（朱 1979:166

－167） 

 

1.4.2 S4 が S1 に変換する。 

 すべての S4 は S1 に変換できる。例えば、 

（32）我卖你一本。→ 我卖给你一本。 

（33）我送你一盆花儿。→ 我送给你一盆花儿。 
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（34）你递我一只笔。→ 你递给我一只笔。 

（35）她还了我五块钱。→ 她还给我五块钱。 

この変換は可逆的ではない。というのは“卖”類の動詞の少数だが、“扔、

踢”などは S4 には出現しないからである。 

 1.1 で、S1 を用いて、Da 類の動詞を規定した。この定義によれば、“给”

（動詞）そのものが Da からはじかれてしまう。それは不合理である。こ

の問題を解決するためには、S4 と S1 を統一して、統一文型と見なすこと

が必要である。具体的には、“给”を持たない S4 を“给”を持つ S1 の圧縮

形式と考えるのである。“给”が現れるか否かは動詞の類別によって決定さ

れる。動詞が“卖”類動詞であれば、「随意的」（optional）である。“寄”

類動詞であれば、“给”の出現は「義務的」（obligatory）である。この考え

方によれば、「给＋M’+M」の形式を「卖＋给＋M’+M」や「送＋给＋M’+M」

と同じ「给＋给＋M’+M」であるとみなすのである。かくして動詞“给”は

われわれが Da 類動詞に下した定義にかなうのである。 

もちろん、「给＋给＋M’+M」の文は実際には存在しない。しかし、これは

連続して出現した“给”が「融合」して、一つになったものであり、“了＋

了→了”や“的＋的→的”と同類の現象である。この動詞“给”は S2 で

は現れる。“你给钱给他。”である。S2 と S1 の間には、変換関係があるの

で、理論上は“你给钱给他。”は“你给给他钱。”と変換できる。これは前に

述べた“给＋M’+M”を“给＋给＋M’+M”と解釈したのと平行している（朱

1979:167－168）。 

 

1.5 まとめ 

 

本文では、“给”構文の S1 から S4 の文型の基本的な統語的意味的説明

をした。 

 まず、S2 について“他寄了个包裹给我。”は S2 であるが、この文の“给”

は連動式動詞文の第二の述語である。したがって、品詞は動詞である。意

味上は“包裹”の「着点」（goal）の意を含む「～に与える」という動作で
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ある。また語用論的には、“给我”がこの文の「自然焦点」であることを表

す。 

 第二に S3 について、“他给我寄了个包裹。”は S3 で、この文の“给”は

動詞“寄”に前置された状況語の一部である。したがって、通常は品詞は

前置詞とされるが、朱（1979）は「動詞“寄”と一体となったプロセスを表

す」という意味役割を重視し、動詞と解釈したのであろう。そこで、意味

的には「動作」よりも「～に（着点）」を表す「与格」を表示する「外延」

としての前置詞に近い。語用論的には、“个包裹”がこの文の「自然焦点」

であることを表す。 

 第三は S1 である。S1 は“他寄给我一个包裹。”であるが、この文の“给”

は動詞“寄给”の一部分として組み込まれている。したがって、形式上は

独立した品詞を構成できない形態素（語素）である。意味はすでに「動作」

は表示せず、「着点」を表す「内包」としての「与格表示記号」である。 

 第四は S4 である。S4 は“＊他寄我一个包裹。”が成立しないので、“我送

他一本书。”を考えることにする。この文は“给”を持たないので S1 から

S3 までの文と形式的には関係がないが、意味上 S1 と密切な関係があるの

で取り上げている。朱（1979：168）は、「S4 は S1 の“緊縮形式”であり、

……」と述べているが、その“緊縮”の意味するところを詳しく考えた。 

 S1 では、「内包」である「～に」の意味を表す“给”が形式上存在してい

たが、S4 では“给”が形式上存在しない。しかし、「内包」の「～に」の意

味は“他”という文成分の位置が表示している。つまり形式上「空虚化」

された「内包」であると言える。 

 ここではさらに S2 と S3 の関係、S3 と S1 の関係、S1 と S4 の関係につ

いて論じた。 

まず、S2 から S3 への関係は形式的には「動詞」から「（擬似）前置詞」

（Quasi preposition）への、意味的には「動作」から「非動作」への、語用

論的には「自然焦点」の“给我”から“个包裹”への移動と考えることがで

きる。 

第二に、S3 から S1 への変換は形式上は「（擬似）前置詞」から「形態素
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（語素）」への、意味的には「与格」（～に）の意を表す「（擬似）前置詞」、

つまり、「外延（extension）」から動詞“寄给”の一部分として「与格」の意

を表す「形態素」、つまり「擬似内包」への移動と考えうる。 

 第三に、S1 から S4 への変換は、形式的には“给”という明示形態素から

“送＋φ”という形式の「暗示形態素」、つまり、「φ形態素」への、意味

的には「～に」の意味を表す“给”の持つ「擬似内包」から、“他”の位置

のみによって表示される「内包（intension）」への移動と解することができ

る。 

 したがって、おおまかに述べると、S2 から S3 へは「自然焦点移動」、S3

から S1 は「外延」から「内包」へという「指示移動」、S1 から S4 は“给”

の「明示」から「暗示」という「形式移動」である。この文型の移動を“给”

の立場から言えば、S2 から S3 へは「動作性の消失」、S3 から S1 へは「品

詞資格の消失」、S1 から S4 へは「形態の消失」ということになる。 

 この変換の過程を話者や聞き手の立場から言えば、「分析的」表現から「総

合的」表現への移行と捕らえることもできる。したがって、S4 は聞き手の

負担を重くする文型であるが、その論理構造は、S1 から S4 まで、“给”を

関数とする三項を持つ論理式で表示される。 
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